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トモワ シンrウ、モリナーリ、コウル、ブルシュラ ゼ 

［楽曲解脱」 

L レクィエム（安息を） 

鎮魂ミサ曲のことをレクィエムというのは、 

その典礼のことばの最初が、「レクィエム・エ 

テルナム・ドーナ・エイス・ドミネ」である 

からだ。このIlIiのJItiに直訳するなら、「安息を 

・永遠の・り・えたまえ・彼らに・主よ」。逝き 

し者のための祈リとして始まるこの序章、す 

でに中問部後半（第4 ~5 行）の歌詞に、大 

切な転換を含んでいる（対訳参照)それは、 

祈る者が、すべての肉の身と同様、結局は主 

に帰一することを願い、また知ってもいると 

いうことだ。逝きし者と祈る者の合一。それ 

はモーツァルトのこの音楽で、宿命的な純粋 

さで最初から光っている。例えば第2行、「絶 

えざる光」（ルクス・ペルペトウア）の 「照ら 

したまえ」（ルチェアット）、そのluceat で優 

しく温かくひるがえる、ラファエル的な光！ 

この作品の成立事情については、すでに ・ 

般によく知られている。モーツァルトが不気 

味な使者によってもたらされた匿名の注文者 

からの委嘱を、自分の連命と関係づけたとい 

うこと、面識もない「逝きし者」 のためでは 

なく、まもなく 「逝こうとするこの身の」祈 

りとして作曲したということーそれがこの 

音楽の、貴く深い主客観合一の響きを実現し 

たのだった。 

それは序章のはじめから、身近な呼吸のよ 

うに聴かれる， 合唱の深く流れる祈念、そし 

て弦に脈う’J、静から‘生命の憧れにみちた叶 

I吸。 

2‘ キリェ（憐れみ給え） 

レクィエム固有文の後は、 ミサ通常のキリ 

エ・エレイソンで結ばれる。この終結部は浅 

丁の口マンティズムを吹き飛ばすような、が 

っちりとバロック伝統に根ざしたフガートで、 

純音楽的な構築性で揺ぎがない。この序章、 

レクィエム部分、キリェ部分と併せて、形式 

的に素晴らしいまとまリのうちにいったん終 

結する。 

3 ディエス・イレェ（怒りの日） 

それだけに、「怒リの日」からの開始で、一 

転したエネルギーの溢出が衝撃的だ（ここで 

のカラヤンの気合いは素晴らしし％ リズムの 

切れ、迫りくる力、聴く者を巻きこむ、激し 

く熱い危機感のるつぽだ。この燃焼力を、の 

ちの「コンフターティス」（第7曲）でのそれ 

と、比べても項きたい。 

4． トウーパ・ミールム（妙なるラッパの） 

それにしてもモーツァルトはー芸術的な 

表現に見力を移すなら一最も深い意昧で音 

楽のドラマティカーだった。今迄は合Iリ1がi三 

であったのだが、ここで4 人のソリストにi三 

役を移し、しかもそのきっかけを、ある「楽 

器」 の響きによってつくっている。しかもこ 

の 「ラッノぐ」、ウィーン・フィルハーモニーの 

深く柔かく力強い響きが素晴らしい。バスの 

入りにやや気負いが光行するが、それもすぐ 




